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先日の生徒集会でこのような話をしました。中学生の時期は、可能性に満ちあふれています。学校に

おいても家庭においても、社会に出るための基盤づくりを支援していきたいものです。 
 

 

 

避難訓練 
10 月 30日（火）、郡山 

消防署中田分署の３名の方 

々を講師にお招きして、今 

年度第２回の避難訓練を実 

施しました。今回は、授業中に給食室から出火した

ことを想定した訓練でした。また、各学年代表２名

の生徒による消火訓練を行いました。実際に消火器

（訓練では水消火器）の扱い方を教えていただき、

６名とも「火事だぁー」と大声で叫びながら目標に

向かって放水することができました。最後に、訓練

の必要性などについて講話をいただきました。 

美しい日本語表現コンテスト 
10 月 31日(水)、「郡山 

市中学生美しい日本語表現 

コンテスト」が行われまし 

た。本校からは２・３年生 

の女子生徒２名が参加しま 

した。「何にでも値段をつける古道具屋のおじさん

の詩」（寺山修司）を２人の掛け合いで表現しまし

た。２人は昨年度に続いて２度目の出場で、練習の

成果を発揮して素晴らしい発表をすることができ

ました。また、他の中学校の代表生徒の発表を聞く

ことができたことも勉強になりました。 

絆（きずな） 

自ら考え、表現する力を身に付けよう        

生徒活動のあしあと 
 

皆さんは、将来、職業に就いて、社会に出るわけですが、社会に出るに当たって、これ 

から身に付けなければならない資質や能力はたくさんあります。そのうちの４つをあげて 

みたいと思います。 

まず、一つ目、それは「礼儀やマナー」です。あいさつはもちろん、時と場に応じた言 

葉遣いや態度も大切です。敬語なども覚え、適切に使えるようにならないといけません。 

次に、「支え合う力」です。人間一人で生きているわけではありません。様々な集団に属して生きるわけで

すが、その集団にはいろいろな人がいます。自分と気の合う人もいれば、苦手な人もいます。そんな中でもい

ろいろな人と一緒にやっていく力、そして、困った人などに進んで手を差し伸べることができる力です。集団

の中で生活していく上では大事な力です。 

次は、当たり前のことですが、「やるべきことを責任を持って実行する力」です。将来、職業に就けば、そ

れぞれ役割を持って仕事を分担します。いついつまでにこれくらいの量の仕事をしなければばらないというよ

うに、やるべきことを任されますが、そんな中では一人の無責任が全体に大きな影響を及ぼすこともあります。

宿題などやるべきことをしっかりやっていますか？ 

以上３点は当たり前といえば当たり前のことです。もう一つ、今後ますます必要とされる力があります。そ

れは、「自ら考え、表現する力」です。これからは決まりきったことをやるだけではだめです。いかにアイデ

ィアを出せるか、そして、それを表現しアピールするかです。しかし、そんな力は一朝一夕に身に付くもので

はありません。時間をかけた努力、積み重ねが必要です。そこで、みなさんができることは何か。一つは、「読

書」です。本を読むことで、想像力、考える力が高まります。また、数多く読むほど、語彙力が高まり、表現 

する力が身に付きます。次は、普段の授業の中で、考えたり、話し合ったり、表現したりするよ

うな学習に積極的に取り組むことです。先生の話をだまって聞いて、黒板に書いたことをノート

に書き写して理解するだけでは、考える力、表現する力は身に付きません。世の中便利になって、

機械がものを生産する時代になっています。しかし、考える、アイディアを出す、そして、それ

を表現することは、ロボットではできません。人間にしかできないのです。自ら考え、表現する

ことに意識して取り組んでみてください。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持久走記録会 
11 月２日（金）、気温 

８度という寒空のもと、 

校内持久走記録会が行わ 

れました。女子２Ｋｍ、 

男子３Ｋｍのコースを精一杯走りました。最後の

最後まで力を抜かず自分の限界に挑戦している姿

は立派でした。また、生徒たちの応援や、早くゴ

ールした生徒がまだゴールしていない生徒を迎え

に行くなどほほえましい光景も見られました。 
 
生徒会交歓会・生徒発表会 

 

 

 

 

 
11 月７日（水）、生徒会交歓会・生徒研究発表 

会が開催されました。本校生徒会役員が参加した 

した生徒会交歓会では、統一テーマによる話し合

いや分科会ごとの話し合いが行われ、活発な意見

交換がなされました。ある分科会では、本校生徒

２名が司会という大役を立派に務めることができ

ました。生徒研究発表会では、本校の代表生徒３

名が歌舞伎学習の概要説明と化粧の実演を行いま

した。化粧を間近で見た他校の生徒はとても驚い

たようすで、その後いくつか質問があったり、会

の終了後には記念撮影の依頼があったりもしまし

た。  
歌舞伎学習まとめ報告会 

 

 

 

 

 

１１月９日(金)、今年度の歌舞伎学習の最後とし

て、講師の先生方をお招きして、まとめ報告会が

開かれました。化粧コース、音楽・伴奏コース、

役者・裏方コース（各演目ごと）がそれぞれ、今

年度の歌舞伎学習を通して学んだことなどを発表

しました。また、ご指導いただいた講師の先生方

に感謝を込めて花束を贈呈し、お礼の言葉を伝え、

講師の先生方からも一言ずつご挨拶をいただきま

した。これで今年度の歌舞伎学習はすべて終わり

ました。３年生にとっては最後の歌舞伎学習とな

り、感慨深い様子でした。１・２年生は来年度の

歌舞伎学習に向けて、決意を新たにしていたよう

です。今年度もたくさんの方からご支援とご協力

をいただき、本当にありがとうございました。 

音楽学習発表会 
 11 月 14 日（水）、郡 

山市中学校音楽学習発表 

会が行われ、本校の２、 

３年生が「みたて祭」で 

全校合唱で歌った「君と 

歩こう」という曲を発表しました。みんな揃って

きれいなハーモニーを響かせることができまし

た。また、他の中学校や市内８校の合唱部員がス

テージいっぱいに迫力ある歌を聴くこともでき、

とても有意義な時間を過ごすことができました。  
郷土を学ぶ体験学習 

11 月 16日（金）、１ 

年生が、市の事業である 

「郷土を学ぶ体験学習」 

を行いました。富久山ク 

リーンセンター、郡山市 

ふれあい科学館、郡山市立美術館を訪問し、各施

設内を見学したり、説明を聞いたりしながらそれ

ぞれの施設について学ぶことができました。あい

さつなどのマナーも大変立派で、お褒めのことば

をいただきました。  
職場体験学習 

11 月 16日（金）、２ 

年生が職場体験学習を行 

いました。保護者の方々 

や御舘地区の地域の方々に協力していただき、地

区内１２カ所で体験学習させていただきました。

仕事をする大変さ、また、人とふれあう楽しさな

ど、学校の中だけでは学べない多くのことを学ぶ

ことができました。協力してくださった皆様、本

当にありがとうございました。学んだ多くのこと

を、これからの学習や生活に生かして欲しいと思

います。 

 今年も残すところあと１か月余りとなりました。先日の三者相談の内容も踏まえ、学習面や生活
面などについて２学期をしっかりと振り返り、来年につなげていけるように支援していきたいもの
です。 

３（月） 交通安全教室 

６（木） 生徒集会 

７（金） 授業参観 給食試食会 教育講演会 

     基礎学習週間＜理科＞（～13日） 

１０（月） 年末年始交通事故防止運動（～1/7） 

      諸会費引落とし日 

１２（火） 甲状腺検査 

１３（水） 奉仕委員会 

１７（月） クリーン作戦 

２０（木） マイ弁当の日 

２１（金） 終業式 生徒集会 

２３（火） ～ 天皇誕生日 ～ 

２４（月） ～ 振替休日 ～ 

２６（水） 諸会費再引落とし日 

1 ２ 月 の 行 事 予 定 


